
串間市立本城中学校だより 平成２９年２月２１日串間市立本城中学校だより 平成２９年２月２１日串間市立本城中学校だより 平成２９年２月２１日串間市立本城中学校だより 平成２９年２月２１日

閉校式典を終えて
http://cms.miyazaki-c.ed.jp/4216/htdocs

２月１９日（日）に盛大に閉校式典を終えることができました。

木代 俊道教育委員長はじめ串間市教育委員会の皆様、県議会議員並びに市議

会議員の皆様、歴代の校長先生方、本城地区関係機関の皆様にご臨席いただき、

盛大に実施することができました。

河野 宰閉校式典実行委員長を中心に準備を進められた役員の方々や本校卒業
生の皆様、歴代の先生方、ＰＴＡの方々、合わせて４６０名を超える参加をい
ただくことができました。謹んでお礼申し上げます。
また、本城小学校の皆様には、ソーランを踊っていただき式典を盛り上げて

いただきました。

軌跡～最後の１ページ～

本年度当初、１８名の在校生は、７０年間の本城中学校の歴史と伝統、歴代
の先輩方に思いをはせ、「軌跡～最後の１ページ～」という生徒会スローガンを
立てました。この一年間、１日１日を大切にし、本城中学校の歴史と伝統を守
り、最後の１ページをしっかりと責任をもって刻んで参りました。

自らの成長が、受けた恩に対する感謝の形に

私たちは、これまで地域に見守られ、愛され、導いていただいたご恩を忘れ
ることなく、次の段階へ進んで参ります。本城中学校出身としての誇りと自覚
をもちながら、立派な人間に成長していくことが、ご恩への感謝の形となるこ
とを自覚し、精進して参りたいと思います。

人は、帰る場所があるから遠くまで行ける

将来、何か思い悩んだり、迷ったりしたとき、この場所に戻れば･･･

中学校を巣立つと、それぞれが自ら選択した進路を進んで行きます。それは、
人それぞれ千差万別です。しかし、スタートしたところは、皆、中学校だった
ことは間違いありません。年齢を重ね、たどり着いたところが何処なのか。ふ
り返れば、原点と言える本城中学校に繋がっているのでしょう。



本城中学校 プライド（pride）

エジプトのピラミッドが、
どのようにして造られたかは
謎に包まれています。今のよ
うな機械がある時代ではない
ので、人々が鞭打たれて労働
にあたった姿が浮かんできま
す。
しかし、近年の研究から、しかし、近年の研究から、しかし、近年の研究から、しかし、近年の研究から、

ピラミッド造りに参加した人ピラミッド造りに参加した人ピラミッド造りに参加した人ピラミッド造りに参加した人
々は、重労働にもかかわら々は、重労働にもかかわら々は、重労働にもかかわら々は、重労働にもかかわら
ず、喜びと誇り（pride）をず、喜びと誇り（pride）をず、喜びと誇り（pride）をず、喜びと誇り（pride）を
もって働いていたようです。もって働いていたようです。もって働いていたようです。もって働いていたようです。

○ ピラミッドを造る時代に生まれた喜び○ ピラミッドを造る時代に生まれた喜び○ ピラミッドを造る時代に生まれた喜び○ ピラミッドを造る時代に生まれた喜び
○ 偉大なピラミッド造りに参加している誇り○ 偉大なピラミッド造りに参加している誇り○ 偉大なピラミッド造りに参加している誇り○ 偉大なピラミッド造りに参加している誇り
○ 尊く偉大な行動をしているという満足感○ 尊く偉大な行動をしているという満足感○ 尊く偉大な行動をしているという満足感○ 尊く偉大な行動をしているという満足感

さて、みなさん、これからも本城中学校生徒としてのプライド（pride）をも
って行動していってほしいと思います。生徒のみなさん一人一人に本城中学校
生徒としての誇り（pride）をもった責任ある行動をとってほしいのです。本城
中学校生徒としての誇り（pride）をもった責任ある行動は、先輩方への尊敬の
念であり、本城中学校を価値あるものへと高めることになるのです。

改めて、校歌をかみしめる

閉校式典では、参加者全員で校歌を４番まで歌うことができました。
昭和２８年に当時の先生方が、作詞された歌詞は、以後ずっと歌い継がれて

きました。１番には「共に築かん 固き誓いの手をとりて」、２番には「共に進
まん 星雲はるかのぞみつつ」、３番には「共にきたえん 若きわれらが身もた
まも」、４番には「共にねがわん わが学びやのいやさかを」とあります。
この歌詞に込められた思いと歌い繋いでこられた本城中学校出身の方々の記

憶は、永遠に色あせることなく続いていくと思います。本城中学校は、形とし
て閉校になりますが、我々の心の中には燦然と輝き、生き続けることでしょう。
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